・写像
集合の要素から集合の要素への多対一の対応を部分写像という．（対応）を集合から集合への対応とする．このとき，が以下の条件を満たすならを単に写像，もしくは全域写像という．

の全ての要素に対して対応するの要素が存在するならばは全域写像と言える．
・単射
単射とは，写像が以下の条件を満たすことである．

の異なる要素からの異なる要素へと移しているならは単射であると言える．
・全射
全射とは，写像が以下の条件を満たすことである．

の全ての要素が写像によっての要素から移されているなら，は全射であると言える．
・全単射
単射であり，なおかつ全射である写像は全単射であるという．
[image: ]
[image: ]
・逆写像
集合の要素から集合の要素への写像が全単射のとき，集合の要素から集合の要素への対応を逆写像と呼び，と書く．
・可逆
を入力の集合，を出力の集合とした場合の写像に対し逆写像が存在するならば，写像は可逆である．



・スタック
スタックとはデータ構造の一種であり，後に入れたものを先に取り出す(LIFO:Last In First Out)データ構造である．基本的にスタック内のデータは先頭のものしか操作できない．スタックはpushとpopの2つの操作を持つ．
・push
スタックの先頭にデータを1つ追加する操作である．
[image: ]
・pushが全単射であることの証明
集合が任意のデータ入りスタックを要素とする集合とする．集合が空スタックを除く任意のデータ入りスタックを要素とする集合であるとする．そして写像が任意の値をpushする写像であるとする．この時集合を入力，集合を出力とすると，写像がの異なる要素からの異なる要素へと移しているため，は単射であるといえる．また，の全ての要素が写像によって集合から移されているため，は全射であると言える．これにより，は全単射であり，すなわちpushが全単射であると言える．


[bookmark: _GoBack]・pop
スタックの先頭からデータを1つ取り出す操作である．空のスタックに対し，popを行うことはできない．
[image: ]
・popが全単射であることの証明
集合が空スタックを除く任意のデータ入りスタックを要素とする集合とする．集合が任意のデータ入りスタックを要素とする集合であるとする．そして写像が任意のスタックからpopする写像であるとする．この時集合を入力，集合を出力とすると，写像がの異なる要素からの異なる要素へと移しているため，は単射であるといえる．また，の全ての要素が写像によって集合から移されているため，は全射であると言える．これにより，は全単射であり，すなわちpushが全単射であると言える．

・可逆スタック
pushとpopはそれぞれ可逆であり，pushの逆写像はpopとして解釈できるため，スタックは可逆であると言える．
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